
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施地域・手順

事業スケジュール

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
まちづくりと交通DX化へ向けた人材育成
【実施主体】隠岐の島コミュニティデザインコンソーシアム（OCDC）
【共創パートナー】株式会社アテナ

ジョルダン株式会社
一般社団法人コンセンサス・コーディネーターズ

まちづくりと交通DX化へ向けた人材育成（島根県隠岐の島町）

• 立地適正化計画で位置づけた「拠点」を繋ぐための公共交通
として機能していない側面がある。

• 既存交通システムがデジタルに対応していない。
• 関連する協議の仕組みもうまく機能しているとはいえない。

• 来年度は「協議の場」を中心に、島内で交通DX人材を育てる
仕組みづくりや、まちづくりと連携した交通リ・デザインを
提案できる組織として機能することを目指す。

• 交通DX化へ向けた共創モデル実証運行事業へ取り組む組織を
目指す。

• ワークショップを3回実施（テーマ：まちづくりと交通の融
合・交通デジタル化・デジタル人材教育）

• それぞれについて、座学後に参加者によるワークショップを
行い、全体の考え方を取りまとめ、共有する。

初旬 中旬 下旬 初旬 中旬 下旬 初旬 中旬 下旬
●申請 　　　　●採択 ●交付決定

　　　 ●第1回WS（まちづくりと交通）
⇒結果とりまとめ

　　 WS準備　　　          ●第2回WS（交通デジタル化）
                   Webフォーム              ⇒結果とりまとめ

　　　　　                    ●第3回WS（デジタル人材教育）
                       ⇒結果とりまとめ
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